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2008年から緩和ケアの基本的知識。技術を習得することを目的に緩和ケア研修会が全国で行われている．研修会はがん診

療連携拠点病院を中心に行われているが,研修会運営や教材にどのような問題点があるのかは明らかになっていない.本研
究では緩和ケア研修会の問題点を抽出し，その改善方法を探索することを目的として,研修会改善のためのワークショップ

を行った．ブレインストーミングで得られた内容を質的に分析し，企画運営，および内容。教育マテリアルについてそれぞ
れの問題点を明らかにした.問題点は多様で,計１６個のカテゴリーに分類された.研修会開催者の物理的心理的負担が大き

いことが明らかとなった．これら問題点の改善のためにはe-Leamingを組み合わせたり，プログラムの自由度を拡大するな
どして開催の負担を軽減すること，モジュールの拡充を伴う教育マテリアルのさらなる改良,開催指針の改訂などが必要と

考えられる．
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緒言

がんをはじめとした,生命を脅かされる疾患に直面する患者

とその家族に対して緩和ケアの必要'性が叫ばれて久しい.しか

し,わが国においてその普及は十分ではなく，その一因として

医師など医療者に対する緩和ケアの基本教育の不足が指摘さ

れている．

たとえば,わが国で「緩和ケアに関して十分な教育を受け

た」と回答した医師は約20％，「症状緩和に関する知識・技術

が十分だ」と回答した医師は約３０％であり，欧米の報告と比

べて少ないことが明らかとなっている'一4)．

このような背景から,厚生労働省はがん対策基本法に伴うが

ん対策推進基本計画において「すべてのがん診療に携わる医

師が研修等により,緩和ケアについての基本的な知識を習得す

る」ことを目標として掲げた．これを受けて,がん診療に携わ

るすべての医師が緩和ケアについての基本的な知識を習得し，

がん治療の初期段階から緩和ケアが提供されることを目的に，

これら医師に対する研修会を行うように各都道府県に厚生労

働省健康局長通知「がん診療に携わる医師に対する緩和ケア

研修会の開催指針」が出された5)．

日本緩和医療学会では,2008年度から厚生労働省の委託を

受けて，「緩和ケアおよび精神腫傷学の基本教育に関する指導

者研修会」（以下,指導者研修会)を開催して指導者の育成を行

うとともに,「がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会」

(以下,緩和ケア研修会)を開催するための標準プログラムや教

育マテリアル(学習資料)開発および開催支援をPEACEプロ

ジェクトと名づけ実践してきた6~8).その結果,これまでに全国

のがん診療連携拠点病院を中心として多くの緩和ケア研修会

が開催されており則,その修了者は２０１０年１２月時点で20,000

人を超えている．しかし,各都道府県,地域における研修会の実

施状況をみると，その実績にはばらつきがみられ,地域によっ

ては研修会が円滑に行えていない可能性が示唆されている.ま

た,緩和ケア研修会を開催している指導者からは,緩和ケア研

修会の企画・運営上の問題点や,教育マテリアルの改善の必要

'性を指摘する声が挙がり始めている．

日本緩和医療学会では研修会事業開始から２年が経過した

2010年１月，緩和ケア研修会を通じて得られたことを明らか

にするとともに,緩和ケア研修会の問題点を抽出しその改善方

法を探索することを目的として,緩和ケア研修会改善のための

ワークショップ(以下,ワークショップ)を行った．

本研究の目的は,ワークショップの際に行われたブレインス

トーミングの結果を再構成することによって，日本緩和医療学

会が行うPEACEプロジェクトに基づいて行われている緩和

ケア研修会の企画・運営および内容・教育マテリアルの問題

点を明らかにすることである．

方法

回対象

同日に同施設で,緩和ケア研修会および指導者研修会修了者

のフォローアップの目的で,日本緩和医療学会によって行われ

た「PEACE指導者フォーラム」の参加申込者130名に対して，

メールで『緩和ケア研修会の問題点とその改善方法』を明ら

かにするためのワークショップに対する参加の依頼を行い,承

諾の得られた３６名を対象者とした．

回方法

1.ワークショップの概要

２０１０年１月１６日,東京において行われた．

目的は,以下の３点である.①研修会を行って自分,所属して

緩和ケア研修会の企画・運営・学習資料の問題点１４３
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